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研究会委員の主な研究業績

(92年4月から93年3月末までに発表され，研究会に報告されたもの5点以内）

服部正治

（論文） 穀物法論争と経済学

『経済学史一課題と展望J経済学史学会編，九州大学出版会， 92年11月。

（学会報告） 穀物法論争と経済学一自著『穀物法論争j( 1991年）から一

経済学史学会関東部会，於中央大学， 92年5月。

（報告） Archbald Alisonにおける通貨・穀物・移民

一橋大学経済研究所国内客員部門研究会， 92年9月。

林停史

（論 文） 技術開発と情報ネットワーク『現代情報ネットワーク論』 （貫・須藤・野口編入

第3章，ミネルヴァ書房， 92年。

（論文） 日米経済摩擦と知的所有権 『経済j' 92年7月号

（論文） Patenging Strategies, Technology Control and Transfer of Japanese 

MNCs, in Proceedings, The First Federation of Scholarly Associations of 

Management (IFSAM), September，’92. 

（論文） アメリカ企業の国際事業戦略

『企業経営総論』（井上・丸山・渡辺・成田編）第8章，中央経済社， 92年。

（学会報告） 多国籍企業の技術支配とアジアへの技術移転ータイ自動車産業を中心としてー

IFSAM （国際経営学会）第1回大会（東京，京王プラザ）， 92年9月。

廃江 彰

（論文） 白動車産業の国際競争と中小製造業

「経済月報JNo.355 （財団法人静岡経済研究所）' 92年10月。

（報告） 販売・生産のオンライン化と下請中小製造業一自動車産業を例に

日本中小企業学会東部部会， 92年5月9日。
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井上雅雄

（共編著） 『労使関係の比較研究J東京大学出版会， 93年2月。

（共著） 『総評判年史j（第I巻・第2巻） 第一書林， 93年3月。

（書評）小池和男『仕事の経済学J

「大原社会問題研究所雑誌」 400・401号，法政大学大原社会問題研究所， 92年4月。

岩崎俊夫

（研究ノート） 女性労働に関する統計指標の国際的展開

『立教経済学研究j第46巻第l号， 92年7月。

（研究ノート） ペレストロイカの中の旧ソ連統計界が投げかけたもの

『統計学J第63号， 92年9月。

（学会・支部報告） 女性労働統計の国際比較における問題点一経済活動人口の定義を中心

に一経済統計学会・関東支部例会， 92年12月。

菊野一雄

（巻頭言） 今なぜ労働者の人間尊重か『東海総研マネジメントJ，第48号， 92年5月。

（囲際坐会報告） “Car巴巴rDevelopment and Training in Japan" 

シンガボール国立大学主催 於シンガポール・ニューパークホテル， 92年8月26日。

（研究ノート） ぼんやりした不安から確実な不安の時代へ

『東海総研マネジメントJ，第52号， 92年9月。

（論 文） 労働の人間化の光と影 f日本労務学会年報j（第21回全国大会）， 92年5月。

小西一雄

（論文）銀行の機能と役割

谷田，野田，久留間編『現代金融の制度と理論』 大月書店， 92年5月。

（論文） 日本の金融大国化とドル体制

奥田編『ドル体制の危機とジャパンマネー』 青木書店， 92年11月。

（解説） バブルはなぜはじけたか『歴史地理教育』 第491号， 92年9月。

（時評） 社会的不祥事とその後の金融情勢

［損保調査時報J第39巻第245号， 92年9月。

（時評） ジャパンマネーと邦銀の国際的地位 『経済.I92年9月号。

久保田願

（編共著） I市民連帯論としての第三世界］ 文民堂， 93年。
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熊谷重勝

（論文）会計の国際化

高橋昭三先生還暦記念論文集編集委員会編『資本市場の変容と経営財務j中央経済社，

1992年5月。

（論文） 引当金会計の対象と方法『立教経済学研究』第46巻第3号， 93年1月。

（書評） 醍醐聴著 f日本の企業会計j

経営史学会編『経営史学』第27巻第2号， 92年7月。

丸山恵也

（編 著） 井上，丸山，渡辺，成田編『企業経営総論』 中央経済社， 92年12月。

（論文） The Big Six Horizontal Keiretsu, 

Japan Quarterly, Vol.XXXIX No.2 （朝日新聞社刊） 92年6月。

（論文） 日本的生産システムとチーム・コンセプト 『経済評論』 92年12月号。

（論文） T凶 JapaneseProduction System and Flexibility of the Labour Process, 

『立教経済学研究j第46巻第3号。

（翻 訳） D.フリードマン著『誤解されている日本の奇跡』 ミネルヴァ書店， 92年8月。

水奇謙治

（論文） アメリカ・人材派遣業の研究

I立教経済学研究j第46巻第4号， 93年3月10日。

老川慶喜

（著書）

（共編著）

（共著）

『産業革命期の地域交通と輸送J日本経済評論社， 92年10月。

『民鉄経営の歴史と文化』 古今書院， 92年6月。

f蕨市史J近代資料編蕨市史編さん室， 93年3月。

（論文） 京都鉄道会社の設立と京都財界 『追手門経済論集」第17巻第1号， 92年6月。

（論 文） 横浜鉄道の計画と横浜経済界 『近代横浜の政治と経済』横浜開港資料館， 93年

3月。

大橋英五

（論文） バブル経済下の企業の蓄積構造 『会計理論学会年報jNo. 6, 92年8月。

（論 文） 現代企業の蓄積構造 『立教経済学し研究』第46巻第3号， 93年1月。

（サーベイ） 敷田市豊二先生の人と学問 f立教経済学研究』第46巻第3号， 93年1月。
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大木啓次

（論文） マルクスの労働力商品論を見直す 『経済評論l93年1月号。

大森真紀

（論文） G巴nderand the Labor Market 

JournαJ of Jαpαnese Studies (Seattle, U.S.A) vol.19. No, 1 1993. 

（論文） 女性雇用をめぐる政策動向 女子労働者福祉対策基本方針を中心に

『大原社会問題研究所雑誌.l408号（92年11月）。

（論文） 大卒女性にとっての総合職 『労働調査.l92年10月号。

（記事） パートタイマー問題の点検 『女性と労働21.l 1巻2号（92年12月）。

（記事） 女性の労働力率と就労環境 『NIRA政策研究』 5巻12号（92年12月）。

中内清人

（論文） いわゆる「資本の分裂・分散論」について

『立教経済学研究』 第46巻第4号， 93年3月。

高浦忠彦

（著書） 『資本利益率のアメリカ経営史J中央経済社， 92年12月。

（論文） アメリカ公益企業の料金規制と資本利益率一一鉄道業を中心に一一

『立教経済学研究』第46巻第3号， 93年1月。

鵜川 馨

（書評） 戸上 『イングランド初期貨幣史の研究』

『社会経済史学』第68巻，第6号， 93年3月。

（学会報告） 英国における中世史研究の最近の動向

イギリス中世史研究会，本郷学士会館， 92年5月18日。

（学会報告） 現代英国における大学と教会一一オックスフォード大学を中心に一一

横浜プロテスタント史研究会，横浜指路教会， 92年6月20日。
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和田八束

（著書） 『租税特別措置』有斐閣， 92年4月。

（共編） 『現代の地方財政J有斐閣， 92年4月。

（論文） 総合経済対策と補正予算 f平和経済j（平和経済計画会議） 92年11月号。

（論文） 東京都財政の現状と課題 「都政研究』（都政研究杜） 12月号， 92年12月。

89 

（論文） 日本財政の将来構想、 「行政管理』（東京都職員研修所） No.371, 1993年3月。

秋野品二

（論 文） 資本主義における技術と『主体』としての労働者

『三田商学研究』（第35巻第1号）， 92年4月。

（論文） 半導体産業における日本の優位性と輸入促進可能性

『世界との調和を求められる機械産業の輸入の現状と課題』機械振興協会， 92年4月。

（論文） 経営管理のネットワーク化

野口 宏・貰 隆夫・須藤春夫編著『現代情報ネットワーク論j ミネルヴァ書房，

92年6月。

（学会発表） ME化に伴う労働の変化をめぐる議論の検討

日本経営学会，明治大学， 92年9月4日。

菊地 進

（研究ノート） 労働時間短縮と労働時間統計

『立教経済学研究』第46巻第4号， 93年3月。

（分担執筆） 連立方程式問題

高橋一編『計量経済学』第9章，八千代出版， 93年3月。

北川和彦

（論文） 近代経済学の展開とケインズ革命

永井義雄編 f経済学史概説』第11章，ミネルヴァ書房， 92年7月30日。

（論文） ポスト・ケインズ派経済学前掲書，第14章， 92年7月30日。

中江幸雄

（学術報告） ソ連社会主義体制70年の総括から21世紀に向けての革新的創造へ

日本科学者会議・第9回総合学術研究集会（於：工業技術院つくばセンター）. 92年

10月16日。
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有塙賢治

（学会報告） 広告メッセージと消費者の感情変化に関する一考察

日本広告学会関東部会（於：日経広告研究所）， 92年11月28日。

（調査報告） 青少年の消費生活に関するアンケート調査分析 (1993)

財団法人消費者教育支援センター， 93年3月。

郭 洋春

（分担執筆） 東アジアの経済成長と労使関係の変化

『大原社会問題研究所雑誌j(No.410), 93年1月号。

（論文） 韓国社会内部にみる市民連帯久保田順編著 f市民連帯論としての第三世界J

文民堂， 93年1月15日。

（書評） 小林英夫著『東南アジアの日系企業j

『賃金と社会保障』（1088),92年8月下旬号。

川瀬泰史

（論丈） シャハトの「新計画」 1934-1936年

『立教経済学研究』第46巻第1号， 92年7月。

藤原 新

（学会報告） 経済学方法論としてのKeynes『蓋然性論j

経済統計学会第36回全国総会・大東文化大学， 92年7月。

（論文） ケインズ『一般理論』の方法一－ r蓋然性論jにおける蓋然的推論の論理一一
『統計学』第64号， 93年3月。

高橋 衛

（論 文） レギュラシオン派のインフレーション論に関する一考察（ rJ （下）

f立教経済学論叢』第41,42号， 92年6月， 12月。


